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プログラム

14:00 開会の挨拶 

	 地質地盤情報協議会会長 栗本 史雄

14:05 公共財としての地質地盤情報 - ボーリングデータの活用 - 

	 産総研地質調査情報センター 佐脇 貴幸 � 3

【提言書作成までの取り組み】

〔国内におけるボーリングデータの整備状況〕

14:15 地盤工学会の取り組み 

	 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 藤堂 博明 � 7

14:30 埼玉県の取り組み 

	 埼玉県環境科学国際センター 八戸 昭一 � 11

14:45 温泉掘削に関するデータの取り扱い 

	 産総研地圏資源環境研究部門 野田 徹郎 � 15

〔海外における状況〕

15:00 eEarth - 欧州地質データ共有プロジェクト - 

	 株式会社建設技術研究所情報部部長 礒部 猛也 � 16

15:20 INSPIRE プロジェクト：欧州ボーリングデータ公開の最新動向 

	 産総研産学官連携コーディネータ 古宇田 亮一 � 20

15:35 コメント

	 独立行政法人土木研究所 平野 勇

【安全・安心な社会の構築に向けて - 提言書から次のステップへ -】

16:00 ボーリングデータを使用した更新統下総層群の区分と対比 

	 - 大宮図幅および筑波環境地質図を例に - 

	 産総研地質情報研究部門 中澤 努 � 28

16:15 首都圏の沖積層研究の新展開 - ボーリングデータベースから３次元地質モデルへ - 

	 産総研地質情報研究部門 木村 克己 � 32

16:40 ボーリングデータの公開から始まる新ビジネス 

	 社団法人全国地質調査業協会連合会 情報化委員長 川崎地質株式会社 中田 文雄 � 40

17:00 総合討論 ボーリングデータ整備の今後の課題

17:25 閉会の挨拶 

	 産総研理事 加藤 碵一
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公共財としての地質地盤情報 - ボーリングデータの活用 - 産総研地質調査情報センター 佐脇 貴幸
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1

提言書作成までの取り組み

国内におけるボーリングデータの整備状況 
地盤工学会の取り組み 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 藤堂 博明
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埼玉県の取り組み 埼玉県環境科学国際センター 八戸 昭一
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温泉掘削に関するデータの取り扱い 産総研地圏資源環境研究部門 野田 徹郎
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海外における状況
eEarth - 欧州地質データ共有プロジェクト - 株式会社建設技術研究所情報部部長 礒部 猛也



17

産総研地質調査総合センター第 8 回シンポジウム



18

産総研地質調査総合センター第 8 回シンポジウム

3 .

1)

2)



19

産総研地質調査総合センター第 8 回シンポジウム

3)

, , ,ID

,

4)

( URL)

eEarth http://fraga.nitg.tno.nl/dinoLks/eEarth.jsp 

LCDM http://www.lcdm-forum.jp/ 
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INSPIRE プロジェクト：欧州ボーリングデータ公開の最新動向 産総研産学官連携コーディネータ 古宇田 亮一
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e-Earth: electronic access to the Earth through boreholes
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安全・安心な社会の構築に向けて - 提言書から次のステップへ -
ボーリングデータを使用した更新統下総層群の区分と対比 - 大宮図幅および筑波環境地質図を例に - 産総研地質情報
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首都圏の沖積層研究の新展開 - ボーリングデータベースから３次元地質モデルへ - 産総研地質情報研究部門 木村 克己
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ボーリ ングデータ の公開から 始まる新ビジネス

○地質情報の公開と 提供における最近の動き

・ 地質情報の公開の現状(ボーリ ング柱状図)

・ 地質情報の公開の現状(地質図， 土木地質図)

・ 地質情報の公開の現状

(ハザード マッ プ， 情報提供サービス )

○地質・ 地盤情報の利活用モデル(公共事業発注者)

・ 地質リ スク 回避のための地盤情報の活用

・ 地域住民への啓蒙， 教育， 広報資料と し ての利用

○サービス体系から 見た地質情報の利活用モデル

○付加価値性から 見た地質情報の利活用ニーズ

・ ユーザニーズ対応型加工データ 提供：

下水環境予測への地質調査データ の活用

・ ユーザニーズ対応型加工データ 提供：

既設管路の耐震化での地質調査， 土質試験データ の活用

○地質情報公開に対する全地連の取り 組み

2007年 7月

(社)全国地質調査業協会連合会

情報化委員長・ 中田 文雄

川崎地質(株)

ボーリングデータの公開から始まる新ビジネス 社団法人全国地質調査業協会連合会 情報化委員長 川崎地質株式会社 

中田 文雄
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